本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


を意事項(一 166 ページ) 


取り付け/取り外しの準備 ( 


取り付け/取り外しの手順 (- 


本装置にオプションを増設する際のを意事項につ 
いて記載しています。作業を始める前に必ずお読 
みください。 


168 ページ） . オプションを取りがけることができる状態にする 

までの手順を示します。本装置の電源を必ず OFF 
にして、電源コードをコンセントからあいてくだ 
さい。 

1168 ページ） . さまざまなオプシヨンを取り付けを手順を追って 


説明します。 


ONL-3018aE-ISS 丄 S-000-07-0304 
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注意事頃 

オプションを増設する際は次の点じついてを意してください。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





(S)0 

A\ 

處 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ま意 


爪 (S) 

A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 高温ミち意 

• 中途半端に取り付けない 

• 電源コネクタカバーを取り付けずに使用しない 


166 

















—般的な注意 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響じついてはその責任を負いかねますのでご了承< 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるようお勤めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用して<ださい。指定じ(外の部品を 
取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損じついての修理は有料となります。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないことを磕認してください。特にネジなどの導 
電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部品がマザーボード 
上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON じすると誤動作の原因となります。 

• 装置内部のを却効果について確認して<ださい。内部に配線したケーブルがぶ却用の穴 
をふさいでいないことを磕認してください。ぶ却効果を失うと装置内部の温度の上昇に 
より誤動作を引き起こします。 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (3 章を 
参照)。 


静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


オプションの増設 
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取り付け/取りかしの準備 


部品の取りがけ/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイッチを押して本装置の電源 
を OFF ( POWER ランプ消灯）(こする。 

3. 本装置の電源コードをコンセントか6抜 
く。 

4. 本体背面(こ接続しているケーブルをすべ 
て取りかす。 

5. スタビライザを取り付けている場合は取 
り外す。 

6 . 本体の前後左ち、および上部(こ1〜 2 m の 
スペースを確保する。 

i ：_ i 上で完了です。部品の取り付け取り外 
しじはプラスドライバとマイナスドライ 
バが必要です。用意して<ださい。 
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取りがけ/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しをします。 



本装置にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはカバーを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってカバーを取り外します。 

1. 「取りがけ/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 

2. 本装置をしっかりと持ち、警告ラベルが貼6れている面が上になるようにゆっくりと静か(こ倒 
す。 


3. セキュリティプレートじ錠をしている場 
合は、錠を取りかす。 



4. ネジ1本を外す。 



己.カバーを装置後方に少し引<。 

巨.カバーをしっかり持って取り外す。 
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取り付け 

カバーは r 取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。カバーにあるフックが本体の 
フレームじ磕実に差し込まれていることを磕認してください。また、カバーにある位置巧め 
用のタブが本体のフレームにあるス□、ソトに確実に差し込まれていることを磕認してくださ 
い。 



フック（左ち5個ずつ) 
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フロントマスク 


八ードディスクの取りがけ/取り外しを行うときは次の手順でフ□ントマスクを取り外しま 
す。 

取り外し 

:かの手順に従ってフ□ントマスクを取り外します。 

1. 168ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 169ページを参照してカバーを取りかす。 


3. フ□ントマスクの□ックを外す。 

フ□ントマスクの上側にあるフックを上 
に引き上げて□ックを外します。フック 
はフ□ントマスクの上側に3つありま 
す。 


フックを強く引き上げないでくださ 
い。フックを強く引き上げるとフック 
び破損するおそれびあります。 


フック （3 個） 



4. フ□ントマスクを取りかす。 

フ□ントマスクの上側を軽く引いてか 
6、下側を手前(こ引いて取りかします。 


取り付け 



フ□ントマスクを取りがけるときは、フ□ント 
マスク裏側の下にあるフックを本体のフレーム 
の穴に磕実に引っ掛けてから、フ□ントマスク 
の上側を装置に向けて軽く押し付けてくださ 
い。 

フ□ントマスクの取り付けの前に前面にあ 
云巧]るスイ、ソチ/ランプブラケット （ POWER ス 
イッチやランプ類が組み込まれているプラ 
スチック製のブラケット）が本体前面のフ 
レーム(こ確実に取り付け6れていることを 
確認してください。 
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5 インチ八ードディスク 


本装置じは、八ードディスクを2台取りがけることができます。 

M-O NEC で指定していない八ードディスクを使用しないでください。ヴードパーティの八ード 
ディスクを取り付けると八ードディスクだけでなく本体び故障するおそれびありまず。 
また、これ5の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となり 
まず。 


1台目の八ードディスクは八ードディスクベイの上段に取りがけます。 

2台目は、八ードディスクベイの下段に取り付けます。 

I M-O 1台目の八ードディスク ( MASTER ) を上段に取り付ける場 S ホ、部品面び表側になるよう 
に装着してください。また、2台目の八ードディスク （ SLAVE ) を下段に取り付ける場合 
は、部品面び裏側になるよラに装着してください。 



動作モードの設定 

本装置に八ードディスクを2台搭載する場合は、次のように八ードディスクの動作モードを 
設定してください。 


搭載台数 

MASTER/SLAVE 

取り付けるベイの位置 

1台目 

MASTER 

八ードディスクベイの上段馆 B 品面は表側） 

2台目 

SLAVE 

八ードディスクベイの下段馆 B 品面は裏側） 


■ I ； • 標準装備のハードディスクの設をについては、ハードディスクに貼り付けられているラ 

ベルを参照してください。標準装備のハードディスクは 「 MASTER 」 ではなく、 
「 SINGLE 」 に設をされている場合もありますのでごま意ください。オプションのハード 
ディスクについては、オプションに添付の説明書を参照してください。 

参オプションのディスクミラーリングコントローラを取り付けて、ハードディスクに接続 
する場合は2台とも 「 MASTER 」 または 「 SINGLE 」 に設をしてください。 
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取り付け 


次の手順で八ードディスクを取り付けます。 

1 . 取り付け前(こ、八ードディスクに添付の説明書を参照して八ードディスクの設定をする。 


I チェック I 

標準装備の八ードディスクの設定については、八ードディスクに貼り付け6れているラベルを 
参照してください。標準装備の八ードディスクは 「 MASTER 」 ではなく、 「 SINGLE 」 に設定され 
ている場合もありますのでごを意<ださい。 


2 . 168ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 次の部品を取り外す。 

• カバー （169 ページ参照)。 

• フ□ントマスク （171 ぺージ参照）。 


4. CD - ROM / FDD ベイの後部を持ち上げ、 
斜め後方へ持ち上げて外す。 


CD - ROM / FDD ベイはゆっくりとてい 
ねいに引を巧いてください。強く引を 
巧くと、ケーブルび破損するおそれび 
あります。 


CD-ROIWFDD ベイ 



己. CD - ROM / FDD ベイをひっくり返し、 
八ードディスクベイと本体のシャーシの 
上にゆっくりと静かに置く。 

In-Ol^ 

I ケーブルを破損させないようにま意し 
I て< ださい。 


6 . CD - ROM / FDD ベイをしっかり押さえ、 
CD - ROM ドライブのインタ フエー スケー 
ブルと電源ケーブルをかす。 




オプションの増設 
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7. CD-ROM/FDD ベイを元の向きにひつく 
り返し、本体背面側のシャーシの上に静 
かじ置<。 



CD - ROM / FDD ベイはとても不ま定な 
状態にありまず。作業の間に本体上か 
5落ちないよう十分を意を仏ってくだ 
さい。 


8 . 八ードディスクベイの取っ手を持ち上げ 
る。 


9. 取っ手を持ち、八ードディスクベイの前 
側を少し持ち上げ、 ちうーホの手で八~ 
ドディスクベイを支えなが6斜め上方へ 
引き化して外す。 



J \- ドディスクベイを引き抜くときに 
はしっかりと両手で持ち、マザーボー 
ド上の部品に当たったり、フ□ッピー 
ディスクドライブのフラットケーブル 
を引っかけたりしないようま意してく 
ださい。部品び破損ずるおそれびあり 
ます。 


CD - ROM / FDD ベイの上フロッピ-了ィスクドライブ 
面が上に向くように置くのケーブルが八-ドディスク 











10 . 搭載済みの八ードディスクに接続してい 
るケーブルをすべて取りかす。 


.) 甘ーブ 

irOl 


ケーブルはゆっくりとていねいに引を 
巧いてください。 

搭載済みの八ードディスクの動作モード 
を確認する。 


1台目 （ MASTER ) の A — ドデイスクの 
部品面が上側を向いていることを確認 
して < ださい。 


部品面 



標準装備の八ードディスクの設定については、八ードディスクに貼り付け6れているラベルを 
参照してください。標準装備の八ードディスクは 「MASTER」 ではなく、 「SINGLE」 に設定され 
ている場合もありますのでごを意ください。に INGLE」 に設定されている場合は 「MASTER」 に 

己又疋!し X 、卞しとい>。 


12 . 八ードディスクを八ードディスクベイの 
下段に差し込む。 


I チェック I 


取し J 付け前に MASTER/SLAVE の設定 
と取りがけるベイが合っていることを 
確認してください。 


13. ネジ4本で八ードディスクベイに固定す 

包0 


A - ドディスクを固定するネジは八一 
ドディスク添付のネジ、または装置添 
付のネジを使用してください。 


八ードデイスクベイ 



14. すべての電源ケーブルおよびフラット 
ケーブルを取り付ける。 


• SLAVE 側に取り付ける電源ケーブ 
ルは、長さにを裕のある方のケー 
ブルを取り付けてください。 

• SLAVE 側に取り付ける電源ケーブ 
ルは、保護カバーを外して取り付 
けてください。取りがした保護力 
バーは大切に保管してください。 


電源ケーブル 
(SLAVE 用の右側へ） 



(MASTER 用の左側へ） 
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15. 装置後部にあるフックに八ードディスク 
ベイの丸状の突起部を引っ掛ける。 


16. 八ードディスクベイを固定する。 

八ードディスクベイの金具の穴をマザー 
ボード上にある球状の奕起部にはめ、少 
し手前にスライドさせて固定します。 

17. 次の点じついて、八ードディスクの取り 
付け状態やケーブルの接続状態を確認す 
る。 

□ 八ードディスク（標準、増設とも）の 
インタフェースケーブル 
□ 八ードディスク（標準、増設とも）の 
電源ケーブル 



18. CD-ROM のインタフエースケーブルと電 
源ケーブルを接続する。 

19. CD-ROM/FDD ベイを取り付ける。 

CD-ROM/FDD ベイの前部両側じある 
フックをはめてか6、 CD-ROM/FDD ベ 
イの後部を上か6軽 < 押して取り付けま 
す。 


CD-ROM/FDD ベイ 



20. 次の点じついて、 CD-ROM、 フ□、ソピーディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態 
を確認する。 

□ FDD のインタフェースケーブル 

□ CD-ROM のインタ フェー スケーブル 

□ CD-ROM の電源/ラインアウトケーブル 

21 . 本装置を組み立てる。 


W 上で完了です。装置がうま<起動しないときは手順17および手順20の磕認項目につい 
て、ちう一度磕認（またはデバイスの取り付け直しやケーブルの接続のやり直し）をして<だ 
さい。 





取り外し 


次の手順で八ードディスクを取り外します。 


ハー ドディスク内のデータについて 

取りがした A — ドディスクに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や企業の経 
理情報など)び第兰者へ漏ミ曳ずることのないようにお客様の責任において確実に処分し 
て < ださい。 

Windows の口’ミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの「フォーマット」コ 
マンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実際のデータは八ードディスクに書 
き込まれたままのが態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフト 
ウエアにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い台ねせください。 


1. 「取り付け」の手順2〜9を参照して八ードディスクベイを取りかす。 

2 . ネジ4本を外して八ードディスクを八ードディスクベイか6取り外す。 


• に INGLE モード」に設定できる八ードディスクを1台のみ搭載して使用ずる場合は、八ード 
ディスクの動作モードをに INGLE モード」に設定してください。設定方法については、 A — 
ドディスクに目占5れているラベル、または八ードディスクに添付されていた説明書を参照し 
て < ださい。 

• ハードディスクの電源ケーブルを取り外す場合は、ケーブルをねじったり、ケーブル部分を 
持って引っ張ったりせず、コネクタ部分をしっかりと持ってまっすぐに弓 I き巧いてくださ 
い。 

• 空いた電源コネクタに電源コネクタカバーを取り付けてください。 

3. 「取り付け」の手順1日〜21を参照して八ードディスクベイを取りがけ、本装置を組み立てる。 

W 上で完了です。装置がうまく起動しないときは r 取りがけ」の手順17および手順20の磕認 
項目について、もう一度磕認（またはデバイスの取り付け直しやケーブル接続のやり直し）を 
してください。 


オプションの増設 
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PCI ボー 


本装置じは、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを2つ用意しています。 

M-O • 本装置に取り付けることびできる PCI ボードは基板の長さび 175 mmiy 内の□—プ □ 
ファイルタイプの PCI シヨートカードでず。それ m 上幅のある PCI ボードを取り付ける 
ことはでをません。 

• オプシヨンボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に巧するを 
意については、167ぺージで説明しています。 



* AGP ボードス□、ソトには標準でディスクアレイコント 
□ーラボードが取り付けられています（他のディスクア 
レイコント□ーラボードと交換はできません）。 


取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取りがけを行います。 

1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、ボードに添付の 
マニュアルを参照して正しく設定しておく。 


2 . 168ページを参照して取り外しの準備を 
する。 

3. カバーを取り外す （169 ページ参照)。 
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4. AGP/PCI ス□、ソトモジュールを上に持ち 
上げて取り外す。 

親指を支点に、人差し指と中指で AGP/ 
PCI ス□、ソトモジュールのフレーム部分 
を軽 < 押し上げて < ださい。 



のフレーム部分 


己. AGP/PCI ス□、ソトモジュールのカバーを 
取りかす。 

カバーの下にある取っ手を指で押し上げ 
て□ックをかし、カバーをかします。 



カバー 


取っ手 


6 . 取り付けるス□ットと同じ位置(高さ）に 
あるブランクカバーを取りかす。 


取りがしたブランクカバーは大切に保 
管してください。 



7. PCI ボードの部品面を上(こしてゆっくり 
本体内へ差し} A み、 PCI ボードの接続部 
分がス□、ソト(こ確実(こ接続するようしっ 
かりと押し 3A む。 

• AGP / PCI ス□ットモジュールお 
よび PCI ボードの金メッキ部分に 
手び触れないようにを意してくだ 
さい。接触不良の原因となりま 
す。 

• うまく PCI ボードを取り付け5れ 
ないときは、ボードをいったん取 
り外してか5取り付け直してくだ 
さい。ボードに過度の力を加える 
とボードを破損ずるおそれびあり 
ますのでま意してください。 


AGP / PCI ス□、ソトモジュール 
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8. AGP/PCI ス□、ソトモジュールのカバーを 
取り付ける。 

カバーの上にあるフックを AGP/PCI ス 
□、ソトモジュール上部の穴に引っかけ、 
カバー両側のフックを AGP/PCI ス□、ソト 
モジュールにはめ} A みます。 


フック 



9. AGP/PCI ス□、ソトモジュールを取り付け 
る。 


AGP/PCI ス□、ソトモジュールのボート端 
子のエッジをマザーボード上の接続ス 
□、ソトの隅に当てて位置巧めをしてか6 
ゆっくりとまっすぐにマザーボードへ向 
けて押しジ^みます。 

装置背面側にあるフ、ソクや位置まめ穴と 
AGP/PCI ス□、ソトモジュールにあるフッ 
クや位置まめ穴がうま < 勘合するように 
取り付けてください。 

フックは合計で6個あります。 



フックが確実に引つかかるよう 
にする。 


接続端子のエッジをス□ットの 
端に押しつけて位置をみめる 


10. AGP/PCI ス□、ソトモジュールをしっかり 
とマザーボード上のス□、ソト(こ接続させ 
る。 



はじめにモジ ユールのボー ド側を巧 
し、最後に装置背面側にあるブラケッ 
卜を押します。 



12 . 本装置を組み立てる。 


13. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照してください。 
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14. CMOS Setup：!— ティリティを起動して rPnP/PCI Configurations」 メニューの 「Reset 
Configuration Data」 を 「Enabled」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは日章をご覧ください。 

15. 取り付けたボードに合わせて BIOS の設定を変更する。 

この後の r 取り付け後の設定」に示す説明をご覧 < ださい。 

16. 取り付けたボード専用のデバイスドライバをインストールする。 

詳し<は、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 

]：> (上で完了です。 

取り付け後の設定 

取りがけたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティを使って本装置の設を 
を変更しなければならない場合があります。詳しくは、ボードに添付の説明書を参照してく 
ださい。 

取り外し 

1. 168ぺージを参照して準備をする。 

2 . カバーを取り外す （169 ぺージ参照)。 

3. 左側面が上になるようにゆっくりと静かに倒す。 

4. 取り外すボードを固定しているネジをかす。 

己.ボードの両端をしっかりと持ち、まっすぐ(こ引き抜く。 

巨.ボードを取り外した ス □、ソトに増設 ス □、ソトカバーを取りがけ、本装置を組み立てる。 

7. 本装置の電源を ON (こして POST でエラーメ、ソセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照して < ださい。 

8 . CMOS Setup ユーティリティを起動して 「PnP/PCI Configurations」 メニューの 「Reset 
Configuration Data」 を 「Enabled」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは5章をご覽ください。 
lU 上で完了です。 
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DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM ソケ、ソトに取りがけま 
す。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが2個あります。 

M-O • NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障ずるおそれびあります（これ5の製品 
び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電 
気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で触っ 
たり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に対するま意について 
は、167ぺージで説明していまず。 


>1; POST や ESMPRO のエラーメッセージやエラーログでは DIMM ソケットのことを「グループ」 

Iレ、/卜I と表示する場合があります。グループの後に示される番号は下図のコネクタ番号と一致して 

います。 



DIMM は1枚単位で取りがけられます。また、 DIMM ソケットの Slot #1 、 Slot #2の順に取り 
付けてください。 

メモリは最大 2G 巨 （ 1 G 巨 X2 枚）まで増設できます。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1. 168ページを参照して取り付けの準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• カバーを取り外す （169 ページ参照)。 

• フ□ントマスク （171 ぺージ参照） 

• CD-ROM/FDD ベイ （173 ぺージ参照） 

3. DIMM を取り付けるソケットの両側にあるレバーを開いた状態にする。 

4. DIMM を垂直(こ立てて、ソケット(こしっ 
かりと押し込む。 

DIMM の向きにミ主意してください。 

DIMM の端子側(こは誤挿入を防止する 
ための切リタきがあります。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し} A まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。 


瓦本装置を組み立てる。 

巨.本装置の電源を ON にして POST でエラーメ、ソセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照して<ださい。 

7. CMOS Setup：!— ティリティを起動して 「PnP/PCI Configurations」 メニューの 「Reset 
Configuration Data」 を 「Enabled」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは5章をご覧ください。 

8 . 0S でページングファイルの初期サイズの設定を変更する （48 ページを参照)。 
iU 上で完了です。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 
品歹1 認して、取り付けているソケット番号(グループ）を確認してください。 

1. 168ページを参照して取り付けの準備をする。 

2 . 次の部品を取り外す。 

• カバーを取り外す （169 ページ参照)。 

• フ□ントマスク （171 ぺージ参照） 

• CD-ROM/FDD ベイ （173 ぺージ参照） 

3. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ち(こひろげる。 

D I MM の□ックが解除されます。 

4. DIMM を取り外す。 

取り外した DIMM は静電気防止用の袋に 
入れて適切な環境で大切に保管して < だ 
さい。 

己.本装置を組み立てる。 

目.本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照してください。 

7. 0S でページングファイルの初期サイズの設定を変更する （48 ページを参照)。 
i：i 上で完了です。 








